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職員と力を合わせ、よりよい小児医療の実現を目指したい。           (斎藤)
昭和46年7月建設調査費議決         昭和57年10月外科系2科開設
昭和47年7月建設地を小樽市に決定      昭和62年1月紹介型病院の指定
昭和48年3月小樽市銭函に用地取得      平成5年3月MRI棟増設
同 年4月小児センター設立準備室設置   平成H年3月本館耐震工事終了
同 年7月医療法による開設計可      平成12年10月新生児特定集中治療室許可
同 年11月小児センター起工式       平成13年4月相談室開設、理学療法士配置
昭和51年7月小児センター本館完成      平成14年4月眼科開設
同 年10月看護婦宿舎完成         平成15年3月北海道立小児総合医療・療育センター
昭和52年6月小児センター落成式          (仮称)基本計画による「基本設計J策定
同 年6月27日 診療開始         平成16年3月同計画による「実施設計J策定
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設 備 名 設 械器備 数量 型式及び性能
空調換気設備
テーリングユニット型冷凍機
ク ー リ ン グ タ ワ ー
給湯設備・プレート式熱交換機
給湯設備・ プレート式熱交換機



























電 気 設 備
高 圧 屋 外 キ ュ ー ビ ク ル
高 圧 屋 内 キ ュ ー ビ ク ル
高圧 進 相用 コ ンデ ンサ ー
自 家 発 電 装 置
直 流 電 源 装 備
昇 降 機 設 備
構 内 電 話 交 換 設 備
拡 声 放 送 設 備


























ブラシレス発電機 6 6 KVA・1000動ヽ
サイリスタ式整流器 鉛蓄電器400All
エレベーター      3台
ダムウェイター     3台
外線7回線 内線136回線
親時計 水品発振式4回線





























































































































































































































































































































理 学 療 法 土
栄  養  士
看 護 職 員
事 務 職 員
電 気 技 術 員
臨床工学技師
写 真 技 術 員











































































































































・病を持つ こどもと家族が 安心して利用できる 施設をめざします















































































がないことから前年と同じ使用量とした。                    (平成17年11月24日)
(工)臨床検査業務委員会 (事務局 :検査部)・・・開催実績なし
(オ)情報図書委員会 (事務局 :総務課)  ,・・開催実績なし
(力)所内広報委員会 (事務局 :総務課)









⑥診療録等の保存・廃棄⑦予防接種フロー、など。   (平成17年度 12回開催)






































(ナ)経営改善推進会議 〈事務局 :総務課) ・・・開催実績なし












札幌医科大学医学部 麻酔科臨床実習 6～7月 4名
小児外科実習 7月 2名
施設体験実習 10月 5名
衛生学院 小児看護学実習 5～9月 38名
助産学科臨地実習 9月 24名
臨床検査臨地実習 6～9月 18名
旭川医科大学医学部 早期体験学習 8月 1名
市立小樽病院高等看護学校 小児看護学実習 9月 27名
化海道医療大学看護福祉学部 看護学科小児専門病棟実習 7月 4名
藤女子大学人間生活学部 食物栄養学実習 8～12月 4名




道内 道外 道内 道外 道内 道外
年度 件 数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数
H13 2 20 3 ?? 16 159 0 0 7 59 3 13 256
H14 3 8 0 0 9 19 1 1 3 23 4 9 20
H15 2 6 0 0 4 ?? 0 0 7 40 2 ?? 123
H16 ?? 5 0 0 0 0 1 6 30 1 11 10 63
H17 1 5 0 0 2 3 1 1 1 26 0 0 5 ??
イ T珈or Board(腫瘍症例検討会)
第59回TunOr Board(平成17年4月11日)から第68回(平成17年H月16日)まで計16症例の小児腫瘍症例に
ついて、血液腫瘍科、外科、病理、検査部が参加して集学的 (チー ム医療に基づいた)、 活発かつ有意義な検




薬 事 委 員 会
薬事に関する事項について所長の諮間に応じて調査審議し、その結果を報告し、
意見を建議する。






臨床検 査業 務委 員会
臨床検査業務等に関する事項について所長の諮問に応じて調査審議し、その
結果を報告し、意見を建議する。
情 報 図 書 委 員 会
情報処理および図書の管理運営に関する事項について所長の諮F.5に応じて調査
審議し、その結果を報告し、意見を建議する。





防 災 対 策 委 員 会 防災管理業務の適正な運営を図ることを建議する。
診 療 委 員 会
診療業務等に関する事項について所長の諮問に応じて調査審議し、その結果を
報告し、意見を建議する。
















医療 機 器 整 備 委 員 会 医療機器器具の整備に関して、必要な事項を審議し、意見を建議する。
安 全 衛 生 委 員 会
北海道職員健康管理規定第23条の規定に基づき、小児総合保健センター職員の
健康の保持・増進及び健康障害の防止に係ることを審議する。









































外 来 収 益 258,7147 4% 266,7408.3%103.1% 232,6027 2%87_2%
その他医業収益 2,7090 1% 2,5860 1%936% 2,4230 1%95.5%
計 1,716,05049 0%1,650,9125  2%96 2°/ 1,356,30742 0%82_2%
医 業 外 収 益 1,782,85351 0%1,574,8894  8%883%1,734,5023 8%110 1%
うち一般会 計
繰  入  金 1,691,9864 .4%1,468,09345 5%86 8°/ 1,704,20952.8%116_1%







給 与 費 1,914,98355.7%1,870,20658 5%97 7%1,896,15059 3%101 4%
材 料 費 623,66118.1% 601,5981  8%96 5% 431,00913.5%71 6%
経 費 661,75119 2% 446,75714 0%67 5% 426,713 3%95 5%
計 3,200,39593 1%2,918,56191 3%91 2%2,753,8726 1%94 4%
医 業 外 費 用 237,7406 9% 279,4698 7%117 6% 227,51471%81 4%
特 別 損 失 0 0 0% 0 0 0%0 0% 0 0 0%00%




全 体 60,768 27,771 45 7% 109,423 394 0%
自 己
(除一般会計繰入金)
∠ゝ1,631,218 ∠ゝ1,440,322 88 3%∠ゝ1,594,786 110 7%
自 己 収 支 比 率 52 6% 55 0% 46 5%





区分 H17 4H17 5H17_ 6H17 7H17 8H17 9H17 10
診療日数
(日)
入 略 ∞ 31 ∞ 31 31 311










■ 降 1,921 1,983 1,9% 2198 1,9∞ 1,7“ 1,771
外来 779 鶴 780 766 893 799 7“
1日平均
ス 躊 640 640 665 709 613 588 57 1




初 診  料 273閣 2亀920 劉 llXl 27ι290 338, 8CЮ 261,7m221,650
再 診 料 臥 9al 821,シЮ &過 ,1∞ 欽 7ヽal 938, 840 8911108 〔0, 990
指  導  料 1,74蜘1,戦5al 1,7嗚,8701,偶990 1,鴎2Xl 1,629,6801,7Ю,570
在 宅 料 Z967,690&415,880,7唸64Kl Z7z2Ю8,384・10 8,931,印&487,知
薬 料 λ鰤 ,1802763,070327&8602 81Q lKXl&037,1103,01947027鴫2“
注 射  料 ユ緊、4“ 4585,3XlQ419,120Q懸,590■631,9Ю4496,860Q432490
処  置  料 4028,鋤3343,7804・088,0103,5739402激,知 2,841,680&"1,970
手術・麻酔料 畿 η481Xl2672,3Xl2,27,翻17,“&9al1%45249021,173,87021,147,360
検 査 料 94B9Ю&082,3411,4田,2銅 8,%ζ7311lQ 231,3al7,473,310Z議ヽ830
画 像 診 断 料 2607,C1211,672,6402■42輸 2,7冤290 3.盤ヽ2Ю 2,805,3902461,5al
療養担当手当 237,5al 0 0 0 0 0 0
入 院 料 乳 晰 ,67056,010,890覧 732,6311∞,433800化 77&6alる,580,71Xl45錮,7∞
食事 療 養 費 2,592 7al2904,4∞27錦,lXXl2,81■240とω24002,「I11,61Xl2万1,440









入院 57,753 48,672 51,716 も 196 45, 653 47,051 48, 444
外来 2885 24,0754735 21,3072231 23,373 24 [Юl
-15-一
H17 11H1712118 1H18 2■18 3平成17年度計 平成16年度計 平成15年度計




鯰 244 狙 Z
1,821 2,021 2,0" 1,990 2,239 23,671 Z310
", 439
731 757 643 ∞ 7 Q256 lQ鍋 11,126
α17 65 2 667 722 仏 9 748 77_7
356 田 5
"8
32_2 41_2 37 9 436 45_6
2290 297,Om鶏 580 283,210
"ユ
470 3褻,370 3,7篭710 4,193 αЮ
釦B410&Q610819,490725,3501,Oa 2801■2“鰤 13,163,42012,9工90
1,鶴080 1,687,7001,=機、710 1,鴎480 1,91Q680社 鉾ζ880 よヽ 7亀610 21,513170
■991,4508,19■860 &22990&248■l &367,570餓 71&4al107,599,63095,54z640
2771,5Gl3,∞Q4902661,1802733,7203,%&lЮ35,3驚170 41,696,6al∞,025翻
11,1に 関 12,批131111,地990 %思29309,93 91Xl%3∝2al 1lQ C84 71012 ,9亀710
4519,Om465Z580421■3Ю &働1∞ 487ζ5∞ 45,74ζ7∞ 67,鋼,280 58,49■llal
19,21,45013,∞341017,7£lXl6,1%03011,021,m2×九515,8511鶴 125,580456,752,840
&441108,舶Q6118,M7ヽm 7,21127012,低剛 1崎900,l1511亀580,GXl135,626,知
25159702,困Q6102,9光≧270 2,7帆77041篭390 鋒 371,切 電 622,如114織9Ю
2知 21,5∞ 4 2al劉 鋤 2737m1,佃,110 1,578,5301,観,9al
5Cl,584,02055,31131057,鶏19053,181,l18059,mQ鋼645,208,圃銘 628,4Ю61Qぶ2,91Xl
2,認5,6402,田ら7202,鴎囲 2,74ζ8ul3,砒270 鯰 288,2/0亀 191,6"4590,3Ю
32&Ю 74・鋤 51,GXl 砒 exl 亀 KKl 808, l1511 1,461,鋤1,221,800
11257ζ880113,1亀980119,211670鯰 lXIZ 6201 ,931,6801 35ζ799,8801,621,a13,5311 74 ,275,110
51,"3 畿 鶴 47,"4 視 266 4537 47,506 49,757 51,987




月,J Ⅱ17 4 Ⅱ17 5 H17 6H17  7H17. 8H17 9H17.10













新生児病棟 671 597 529 661 脇 460 418
I C U 12 140 118 137 129 129
乳 児 病 棟 598 657 679 697 674 6611 574
幼 児 病 棟 馴 614 646 722 騒
?
? 銅




初 診 料 69, 380 62310 路 580 ll13,730蜆 020 7D,31Xl 81,2Ю
指 導 料 lCκヽ四 173,ll■l 181,100111,7∞ 212,2Ю 151,950181,611
在 宅 ヽ料 249,4Xl103,900乙 硼 388, Oal 337,llXl174,210374,lXXl
薬 料 "3剛
896,7601,394観1,狙640 901,b20 1,協,33111,021,910
注 射 料 5,031,8704463,380a熙、970 Q19ζ αЮ 4,581,180t四,6805,409,4gl
処 置 料 3,566,8602例Q9403,71Q9“&器,3m2,375,1702444,240228540
手術・麻酔料 畿 755,鰤2,“Q6al2,327,6311lZ 663 92019,石249D21,173,87021,147,3al
検 査 料 5,543,7∞44,8205,犠190 ι m23m5,l157,3∞5田.lell4101,970
画 像 診 断 料 1,872,25111,∞2,86020744Ю1,941,920,286901,932,llXl1,703,960
療養担当手当 188,7∞ 0 0 0 0 0 0
入 院 料 躍 845,670陰 01Q89056,732 6alC砒80048,η86al■,腱0,71Xl4585,760
食事 療 養 費 2592,7∞2∝44∞ 2,知a lXKl28132402,①24fXl2 Юl,aKl2251,440
そ の 他 61,2Xl 鯰 lXXl 礼 囲 崎 lXXl 帆 鋤 66,71Xl 畿 IXl
計 1lQ 92 6411鼈 5 Q蜘ll13,121,790
",凱
27086,741780眩 997,770畿 793,7m
1人1日平 均 口,753 48,672 51,71645,196 畿 6「E 47,051 £ 444
(外来)
区分
月別 H17 4H17 5H17 6■17 7 H17 8117 9H1710





延 患 者 数 779 75 知 7“ 893 799






独 ,610 乳 5211 171,5al3眠780 191,4●l 144211
再 診 料 税 960 821,340〔〔111∞ 846,7al職 840 翻 ,H0 職 990
指 導 料 1,571,110,製9,5101,職770 1,383,2901,臥lXXl 1,477,7301,證ヽ920
在 宅 料 Z71&290&311,980,685,6407,389,2Ю&“Z310&757,鋤8,H&躙
薬 料 1,職 別 1,866,310,蹴210 1,5211,460215,5901,9乳140 1,7″,370
注 射 料 247,570122,120亀 150
", 9al
蹴 790 2131801,嘔060
処 置 料 461,5m3S9, 840 377,070292,610449,070,7,440代 430
手術・麻酔料 1■lm 111,6Ю 0 0 0 0 0
検 査 料 &955,知3656,5203,971,0503拓,370ι17t16113機,2al3,8728611
画 像 診 断 料 7蜆770 769,7m879,79081ζ370 1,152駁Ю 873,29075Z61Xl
療養担当手当 4860 0 0 0 0 0 0
そ の 他 25∞ 1,3Xl 1,lXXl 1,5∞ 1,3Xl 0 0
計 lζ浙 ,lDll17,695,1608,513,360lQ 321,lm198525201&674,89018,497,940
1人1日平 均 2885 λ 075 23,735 21,307221 23,373 λ Юl
―-17-一
■17 11 H1712118. 1■18 2 H18 3平成17年度計 平成16年度計 平成15年度計
∞
?
? 28 31 365 365
1,ml 2021 2069 1,9∞ 2,239 23,671 2310 28, 439
516 晰 570 586 759 6,867 ■9Ю &1%
134 152 149 103 128 1,5“ 1,698 1,740
552 GXl 611 573 561 7,45 &412 9137
619 724 720 728 791 7,783 92Ю ,404
60.7 65 2 667 711 722 649 74 8 η 7
51,知 織 840 12貶,C(】〕 80, 知 lG〔L〔(〕Э 983,5101,1748401,相Q810
1%5511213800202450168,lЮ 2431∞ 2 0Xl,9213,342,7al3,蝸1∞
372 91Xl2S、lXD 0 0 248節 2518,3Ю4212,棚3,あ2390
1,2Ⅸヽ1∞ 1,職540 9な,1∞ 863,9101,157.510&21298011,976,53014,272,020
8,四a880&Su 290ζ384,2Ю5,570,7206,"Q囲2,4■880 96.574加114,G受鷲970





1,728,3701,鶴260 2,あ,5∞ 2118,0702,9■511 れ,Ma側61,077,31079,職1411
17ζ9al 19,4Xlml,91xl 192,70021Q71Xl1,1■ 鋤 1,器,lXXl 1,331,VXl
Ю,評L llalも,366,3105ζ335,190鴫 181,080職 8鴫蜘 645,狙囲 62628,450616,892,91Xl
2,325,mλ鵬 720 2,948,9202,747,850&3827032,瀦&閣 篭 191,6al
“
,590,3711
82. 鰤 73.850 51,αЮ 5( ゝlα) 乳 2Xl 鶴 圃 1,451.鋤1.221.300
9329573092451H0977∞38078138700係 4■8601、124527401.馬&鏃74401,478,446,lm
51.狙 45,745 47.224 識 266 4537 生 鵬 49.757 51 987
Ⅱ1711 H1712H18 1H18 2118 3平成17年度計 平成16年度計 平成15年度計
“
19 19 211 2 2/4 器 244
731 757 643 907 9,256 lQ 605 11,126
∬ 6 38 5 398 322 412 3■9 436 45 6
1■750 21Q190167,580m29al80,140 2436.8602[688702,753閣
田8410 &861081,490鶴 鋤 1,029,280lQ 264,GXl1&163,42012,叫990




1,481,4601,945,9「Kl 1,職鯰0 1,“Q8102,1lQ 6al2173,19027a090畿 753410
2926,4603,838403961,7al&9622103,“42Ю 19887,3801■51Q490Q24740
351,290低 130 鶏 930 47,780518,1405,lЮ,2Ю 4暁、2∞ 3,似ヽ970
12X6ヽ90 16Z4Xl 0 0 0 418,890 5に380 ワ5,9Ю
3,働610 3,555,0103322311&″ι閣 4,職lm 47,477,lXXl
“
凱 840 45,056,5Ю
78Z GXl識 割 7 ,ヽ710 651,700 1,1巳 閲 Q825,380認 Ml 131135.2108∞
4棚 41∞ 47,320 41,鋼 57,固 器5,810 乳 馴 327,460






Z助 4331 28, 506 2456 ら 858 お , 知 24738 23,623
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外 来 収 益 249,1127 3% 258,7147 4%103 9% 266,7408 3%103 1%
その他医業収益 3,0230 1% 2,7090 1%89 6% 2,53601%93 6%
計 1,697,66450 0%1,716,05049 0%101 1%1,650,9125  2%96 2%
医 業 外 収 益 1,698,85150 0%1,782,85351 0%104 9%1,574,8894  8%88 3%
うち一般 会計
繰  入  金 1,672,3954  2%1,691,9864  4%101,2%1,468,09345 5%86 8%







給 与 費 1,929,0865  3%1,914,98355 7%99 3%1,870,20658 5%97 7%
材 料 費 604,40118 3% 623,66118_1%103 2% 601,5981  8%96 5%
経 費 549,80516 6% 661,75119 2%120 4% 446,75714 0%67.5%
計 3,083,29293 2%3,200,39593.1%103 8%2,918,56191 3%91 2%
医 業 外 費 用 225,0636 8% 237,7406_9%105 6% 279,4698 7%117.6%
特 別 損 失 0 0 0% 0 0%0 0% 0 0%0 0%




全 体 88,160 60,768 68_9% 27,771 45 7%
自 己
(除一般会計繰入金 )
Al,584,235Zゝ1,631,218 103 0%Zゝ1,440,322 88 3%
自 己 収 支 比 率 52 1% 52 6% 55 0%

















入貯 2,268 2,454 2,398 λ408 2,440 2,262 2,282
外来 904 794 902 1,039 886
1日平均
入贈 79 2 777 7&7 75.4




初 診  料 345,770359,110277,830372,530371,750269,420320,720
再 診 料 1,066,380978,0001,121,4801,135,2301,309,8601,088,0801,066,7111
指 導 料 2,006,1701,608,0401,888,1801,913,1501,819,610,731,1701,600,140
在  宅  料 7,823,8107,696,3209,185,6409,27.8609,159,9409,086,1609,165,810
薬 料 4981,440,419,8904593,6103,665,2603,016,680&363,3402,691,980
注  射 料 6,37■470 7,403,5006,14■910 7,353.4908,589,8709,609,6201■579,500
処 置 料 5,133,3705,32ζ910 5,975,7005,585,2205,843,3005,643,880Q165,100
手術・ 麻酔料 3Q33■61030,052,10029,521,63039,001,55028,122,99030,068,81034 84320
検 査 料 lQ 81&2509,932,1701,647,55012,616,31012,184,450lQ 914 46011,119,600
画 像 診 断 料 &922,560Z756,7308,096,9209,828,070lQ 239,9907,419,860& 92,760
療養担当手当 273,500 0 0 0 0 0 0
入 院 料 49,961,84053, 11 21Xl52,112,29054,150,74057,647,80052,980,10053,041,Olll
食 事 療 養 費 3,078,5903,5鉱140 3,373,9703,496,2303,523,790&185,290&137,210








入踪 48,531 45,783 46,648 52,203 48,738 識 726 52,420
外来 23,430 25,065 Z634 23,814 22,175 23,404 24986
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H16 11H1612H17 1 I117 2H17  3平成16年度計 平成15年度計 平成14年度計
幽 27
2,310 2,940 2,165 1,952 2ζ310 2&439 29,396
847 800 10,605 11,126 11,132
7■0 748 777 80 3
















48,586 50,101 51,792 48,018 54,089 49,757 51,987 49,095





区分 H16 4H16 5H16  6H16_7H16 8H16 9H16 10














I C じ 146 141 149 lM 134 146
乳 児 病 棟 768
幼 児 病 棟




初 診 料 120,440102,29076,250115,14010198064 690 95,850
指 導 料 476,900235,950381,000錦8,71111 322,550255,250201,150
在 宅 ヽ 料 852,20080,000242,460285,000496,180270000224,000
薬 料 1,044,150988,120881,2601,038,0808334601,083,830821160
注 射 料 6,034,090ζ220,8006,035,800■110,2108,33Q6509,342.5009,2ミ、450
処 置 料 4766,130■949,4305,672,6504989,8305,482,0005,244,4105,811450
手術・麻酔料 3Q332,46029,822,43029,465,8303&929,77028,1呟51Xl3Q068,81034,079,430
検 査 料 Z057,4206,783,2608,072,510&467,M07,820,740■320,6707,49&410
画 像 診 断料 5,988,4405,450,250,41■160 Q608,7406,121,1304808,9705,31Q210
療養担当手当 218,200 0 0 0 0
入 院 料 49,961,8405& 17,20052,112,290M15Q74057,647,80052980,10053, 41,llllll
食事 療 養 費 3,078,590&584,1403,373,9703496.230,523,790&18■290 3,131210
そ の 他 128,31111117,75013&300125,750129,000117,150121,050
計 110,06&1601 2,351,620111,862,480125,70■2鉤 118,919,780H4741,670119,623,370
1人1日平均 48,531 45,783 4Q648 52,203 48,738 50,726 52420
月別
区分 H16. 4H16 5Ⅱ16. 6 H16 7Ⅱ16 8 H16. 9H1610
診 療 日 数 〈日) 20?
?
?
延 患 者 数 904 794 902 957 1,039 863




初 診 料 216,330256,820201,58025■390 263,770204,73024870
再 診 料 1,066,38097&lX101,121,4801,135,2301,309,8601.088,0801,066,700
指 導 料 1,529,2701,372,l190,507,1801.524,4501,497,0601,475,9201,39&990
在 宅 料 6,971,6107,616,3208,943,1808,9628608,663,7608,816,1608,941,810
薬 料 3,937,2903,431,7703,712,3502,6211802,183,220,279,510,864 820
注 射 料 340,380182,700112,110243,280259,220267,1201,309,050
処 置 料 367,240378,480303,050595,390361,300399,470341650
手術・麻酔料 ζ150 229,67055,800 71,780 18,490 0 4890
検 査 料 3,755,830&148,9103,57,040.149:2704363,7103,593,7903,621,190
画 像 診 断 料 2,934120,300,4802,686,7603,219,3304118,8602610,8902,782550
療養担当手当 55,300 0 0 0 0 0
そ の 他 0 0 1,000 3.51Xl 500 500
計 21,180,9001■901,24022,219,53022,789,66023,039,75020,736,17021,56&020
1人1日平均 2&430 25,065 Z634 23,814 22,175 23,404 24986
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l116 11H16_12H17 1H17 2H17 3平成16年度計 平成15年度計 平成14年度計
365
2,310 2,240 2,165 1,952 2131 27310 28,439 29,396
656 654 ζ970 8,158 8,807
141 1,698 1,740 1,777
730 647 564 &412 9,137 9,404















112,234,350112,225,960112,129,24093,731,1501 ,264,4301,358.857,4401 78,446,1501 443,190460
48,586 50,101 51,792 4&018 54,089 49,757 51,987 49,095
H1611H16 12H17. 1H17 2H17 3平成16年度計 平成15年度計 平成14年度計
243 塑 246
847 800 963 10,605 11,126 11,132








lllll 50 0 Hl,61111 4850 504380 575,9501,223,560
3,449,7103,382,4203,612,9003,196,500■546,57044,395,8405,056.55042,629,490
2,518,6802,099,4402,350,4102,336,0002,581,61032,545,1305,210,8305,249,520
52,150 51,030 51,870 49,770 60,410 320,530 32■460 336,460
0 0 1,5∞ 2,000 10,000 500 7■730
21,227,490礼 764,61Xl22.375,2902,572,3102&976,180262,346,140262,82&960249,022,790
25,062 24868 27,454 28,215 24897 24738 23,623 22370
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2 診療業務
総  括  表





病  床  数 A 105床 105床 105床
延 患 者 数     B 29,396 メ、 28,439人27,310人
入 院 患 者 数       C 973 メ、 964 A 872 ンヽ
退 院 患 者 数       D 976 ン｀ 960 ノ｀ 886 ンヽ
B
病 床 千11 用 率 ×100
A×年度日数
76 7 % 74.0 % 713%
B
平 均 在 院 日 数 E
1/2(C+D)
302 日 29.6 日 311日
年度日数







患 者 実 人 員       F 3,378 ノ｀ 3,393 りヽ 3,H8人
つ ち 新 患 数 695 りヽ 人 563人
延 患 者 数     G H,132人11,126人 10,605人
G
平 均 通 院 日 数   ~
F
33 日 33 日 34日
G
入 院 外 来 患 者 比 率  
― B
























一 般 病 院 6 9 14 7 8 4 11 H0195 37 320429 2
効 臨 関 9 14 11 7 4 7 11420 2134197 340
大 学 病 院 3 2 4 6 1 2 10 1
保 健 所 3 1 1 5 4 9
市 町 村 1 1 5 6
そ の 他 20 24 ?? 56.0 33 0 245
ハ 計 41 40 54 47 10110 lm o 10110

















一 般 病 院 8 わ 5 2 3 2 4 6 5 4 46 103
公的医療機関 4 5 5 6 5 4 4 5 5 7 100
大 学 病 院 3 3 2 1 6 3 2 37 43
保 健 所
市 町 村
そ の 他 84 47 73083 7 804 7&2
ロ 計
?
? 10110 lα1 0 1000
―-25 -――
ウ 年齢階級別患者数 (新患のみ)
工 月別患者数 (外来延患者数・ 1日平均患者数)
年 齢 階 級
平成16年度 平成15年度 平成14年度
患者数 (人) 構成比(%)患者数 (人) 構成比(%)患者数(人) 構成比(%)
0～4週未満 22.7 20 4 24.3
4週以上～6ヶ月未満 20.1 164 153
6ヶ月以上～ 1歳未満
1歳以上～3歳未満 124 172 173
3歳以上～6歳未満 H.7 129 13 1
6歳以上―■2歳未満 12_3 113 112
12歳以上～15歳未満
15歳以上 114






























道 内 計  547人  97.2%
道 外 計  16人  2.8%



















平成14年度 平成15年度 平成16年度 筑 2茨繰 篠 平成14年度 平成15年度 平成16年度??????構成比
(%)
????医療福祉圏 ???? ???? ???? ??構成比(%)

























































































































































歌 志 内 市









































































































日 高 圏 14




































































???? ???????? ???? ????













































































































































































































































道 内 計 97 4 97 2 97 2













平成14年度 平成15年度 平成16年度 饉 ,災程 櫨 平成14年度 平成15年度 平成16年度??構成比
(%)
????????医療福祉圏 ?? ???? ??構成比(%)
????





























































































































































































歌 志 内 市
















北 空 知 圏 1 0_1 2




































































































































































































































































富 良 野 圏 1
富 良 野 市 1 根 室 圏 7 Q7 08 3 l13
留 萌 圏 9 10 10 2 0_2 市









































































































































道 内 計 蝦 7 鰍 4 860986
道 外 計 ??
計





道 内 計  860人  986%
道 外 計  12人  14%






















入院患者数 (人) 退院患者数(人) 病 棟 延 入 院 患 者 数 (人 ) ??
男 女 計 男 女 計 新生児 (未熟児) 乳 児 ICU幼 児 計 日平準
14年4月 49 84
?
? (180) 148 2,36979 0





? (180) 2,33077 730
7月
?
? 44 (186) 2,37876 7












? (185) 786 140 2,32575 0
15年1月 44 (186) 2,51081.0
2月 47 662068) 2,27481.2
3月 48 757〈186) 154 2,52481_4
14年度計 8,807(2189)9,4041,7779,40829,39680_5
平均 46 734 481146 634 8813733 9(182つ783.7148 1784 02,449 7
15年4月 48 (1811y 2,28176 0








9月 34 (1811y 134 711 2,27275 7
10月 48 (180 2,48780 2
H月 704(180) 2,48182 7
12月 43 42 (180 154 2,41677 9
16年1月 41 (180 2,36376 2
2月 40
?
? (17υ 702 134 2,18375 3
3月 34 74 43 (180714 2,37176 5
15年度計 964 9608,158(2192)9,1371,7409,40428,43977 7




5月 (179) 141 2.45479 2
6月 34 658(167) 143 838 2,39879 9
7月 54 664(186) 149 2,40877 7
8月 (186) 154 2,44078 7
9月 (180) 134 757 2,26275 4
10月 (180 146 2,28273 6
H月 68 (1811y730 2, 77 0
12月 46 (186) 141 2,24072.3
17年1月 65 654(186) 2,16569_8
2月 70 (16Э 504 660 1,95269 7
3月 46 (186) 142 2,13168.7
16年度計 7,970(2151)8,4121,6989,23027,31074 8





年 齢 階 級
平成14年度 平成15年度 平成16年度









計 973 100 0 964 100 0 100.0
区 分
平成14年度 平成15年度 平成16年度
患者数(人) 構成比(%)患者数(人) 構成比(%)患者数(人) 構成比(%)
救 急 車 183
ヘリコプター 07 7 7
そ の 他 79 0



























1 感染症および寄生虫症 47 1 1






V 精神および行動の障害 4.3 4.7 90
Ⅵ 神経系の疾患 124 244 153
Ⅶ 眼および付属器の疾患 1.5 1 1
Ⅷ 耳および乳様突起の疾患 4 02 1 0.1 2
Ⅸ 循環器系の疾患 11 1_8
X 呼吸器系の疾患
XI 消化器系の疾患 134 102
X■ 皮膚および皮下組織の疾患 9 5 03
XⅢ 筋骨格系および結合組織の疾患 9 9 06
XIV尿路性器系の疾患 17















?? 計 1,849100 01,803100 01,593100 0












































































































































































































































































































































































J95-J99呼吸器系のその他の痴患 P90-P96周産期に発生したその他の障害 1 1
































































































































































































































































































































































番 号 疾  病  名
H15
?‐??


























































外来別受診者数は、総合外来 (月:工藤、火 :新飯田、水 :皆りlk木:小田、金 :皆川)が178人、感染免
疫外来 (月午前 :工藤)158人、発達外来 (火・金午前 :新飯田、木午前 :乙井)780人、神経外来 (水・金午
前午後 :皆りID 4195人、循環器外来 (水午前午後、木午前 :横澤)1399人、内分泌外来 (第2、 第4火午後 :
鎌崎)511人、血液腫瘍外来 (木午前 :小田)237人であった。
この1年間に小児科診療に従事した医師は工藤 亨、皆川公夫、新飯田裕一、小田孝憲、横澤正人、渡邊年
秀、久保憲昭 (4月赴任)、 乙井秀人、長谷山圭司 (3月異動)、 石川 淑 (10月赴任)、 石井 玲 (3月異


















































































症例番号 在胎週数 出生体重 死亡日齢 死亡関連疾患名 剖検
1 2004-06638週5日 2422g CHD(00RV,PA,TAPヽR, ctc)
2 2004-08939週3日 3170g 2 羊水吸引症候群疑い、両側気胸
3 2004-15024週4日 470g 4 ELRW、仮死、脳室内出血
4 2004-24937週3日 2124g Seckle症候群疑い +
● 2004-53430週5日 908g ELEW、18トリツミー

























症例番号 在胎週数 出生体重 入 院 退 院 基礎疾患名 転帰 在宅医療 (予定)
1 2004-2741週5日 2520g2004/1/152005/1/17先天性鼻腔狭窄症CD 転棟 胃湊栄養
2 2004-4536週1日 1550g2004/1/272004/8/918トリソミー,CHD 転院 N―CPAP
3 2004-10337週5日 2137g2004/3/1未退院 価呻¨lic″splasia入院中 uV,気切後,胃管栄養
4 2004-17138週0日 185482004/4/16未退院 骨形成不全症■型 入院中 胃管栄養
D 2004-19624週2日 2004/4/3020 4/12/15■肌 CLDIll型 自宅退院 な し
6 2004-22637週5日 3002g004/5/182005/1/1221トリソミー,CHI■宅騎縁 鵬障解″十 腸疲
7 2004-24937週3日 2004/5/312005/1/17Seckel症候群疑い 死亡退院 W,胃管栄養
8 2004-27735週0日 1750g2004/6/2020 5/4/27腹壁破裂 転棟 経静脈栄養
9 2004-40424週1日 680g2004/9/32005/7/2EL肌脳室内出血 自宅退院 な し

















































































病4例)、 性腺機能異常8例(思春期早発症7例、Ka Hman症候群 1例)、 甲状腺疾患8例(甲状腺機能低下症
(含クレチン症)5例、橋本病2例、単純性甲状腺腫1例)、 副腎疾患2例(副腎過形成症 1例)、 汎下垂体









































ファロー四徴 肺動脈閉鎖 主要大動脈肺動脈側副血行路 1
























































応痺、中枢性低換気症候群 (睡眠時無呼吸)、 先天性無痛無汗症、神経皮膚疾患 (結節性硬化症、神経線維腫
































1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
男児 1 0 1 3 2 2 3 1 2 1
女児 2 1 0 0 0 3 1 2 0 1 2










1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 12月 計
男児 4 8 8 5 7 7 9 6 8 7
女児 8 7 6 3 7 8 6 3 5 8
計 14 14 8 14 9
表8 年齢別受診者数
～5歳 6～11歳 12～15歳 16～18歳 19歳～ ???
男児 3 9 5 6 5
女児 4 4 5 3 3
















































握の的確さが、より求められている。            (理学療法士 川浪龍司)
表11 平成15年度理学療法実績 (計172名)
幼児 乳児 新生児 ICU
脳性麻痺 6 4 1
運動発達遅滞 3 6
急性脳症後遺症 2
虚血性低酸素脳症 3 2 1
ミオバチー 1 2























































































歳、EA l例:7歳)、 短腸症候群3例(3歳、10歳、12歳)で今年度も順調なcatch upが得られている。在宅
成分栄養経管法は2例で食道閉鎖症術後GERのため、チュープ空腸疫より行つている。その他、在宅酸素1例













































































































































































































腫瘍    脳腫瘍摘出術
脳血管障害 脳内血腫除去術 1





















































、                           (斎藤哲哉)
表7 未熟児網膜症治療例のプロフィール
2000 2001 2002 2003 2004 2004年症例の予後
在胎週数 出生体重 租胎週数 出生体重 在胎週数 出生体重 祖胎週数 出生体重 在胎週数 出生体重 疲痕期分類
1 32+41646 27+410522611 71R祠可grade l
2 27+0 27+0 490 28+2114027+4 27101060両grade I
3 25+1 27+4
?
? 28+5109224+6 580 24+3 祠可grade l
4 (28+0)1018(29+1) 23+5 2412 両grade I
5 28+6125624+6 30+2123425+3 724 27+3 790両grade l
6 23+2 25+3
?
? 116024+1 704(29+5)1190両grade I
7 26+3 27+0 29+3 901 28+5 946祠lgrade I
8 (28+0)1120 28+6 27+31030両grade I
9 28+61264 27+0 792 (29+6)1323両grade I
1026 (2914)1262 24+1 680両grade I
1678 27+? 25+0 690口可87rade V
)は他院から治療目的で入院
表8 手術件数
2000 2001 2002 2003 2004 2004年 備考
網膜光凝固術 9 7
斜視手術 7 1件DVD
網膜泉J離手術 2 0 0 0
水晶体切除術 0 1 2 0
緑内障手術 0 0 0 0
眼富腫瘍手術 0 0 0 0
眼瞼下垂手術 0 1 2 2 2件とも片眼





























手 術 622 475




年 度 2000年 2001年 2002笙F 2003笙F 2004年
脳外科 475 441 412 274




耳 鼻 11 4 4
整 形 3 2 0 0 2





















69,7%)、フィルム複写4,364枚(昨年比1897%)であった。           (放射線科 斉藤哲夫)











頭 部 1,665 152 2,555 134






下 肢 42 74
そ 他の





食道・ 胃・十二指腸 415 2,799 147
注 腸 1,036 54
腎 眺膀
=き 管血 734 3_8
月図 管血 0 0
血腹 管部 0 0
気 支管 0 0
そ の 他 の 造 影 15 1,154 61
の透 み視
撮断 影層 3


















人 数 件 数
累 計 構成比(%) 累 計 構成比
“
)
頭 部 2,929 89 2 44,194 79 9
躯 幹 部 108 11 153 20 1






表6 試料測定 過去5年間の推移 (削除)







本 計 2,929 3,285
部位
年度
頭 部 全 身
人 数 スライス数 人 数 スライス数
2000 (Ⅱ12) 3,689 57,029 13,833
2001 (Ⅱ13) 3,406 56,599 12,126
2002 (114)3,094 53,048 11.016
2003 (115)3,196 52,510 11,394
2004 (116)2,929 44,194 11,153
-56 -――
イ 体外計測 (表7, 8)
ガンマカメラによる核医学検査は202人、736件で,ほぼ昨年実績に比べ半減した。「脳」SPECTの評価は99血Tc―
ECD、99皿Tc HM PAO、1231 1MP、1231 1MZ(本年度は5名施行)の四種類の放射性薬品を使い分けた。他の検
査は、特筆すべきことは無く昨年同様の薬剤を用いた。
表7 核医学検査体外計測内訳





人 数 件 数
累 計 構成比(%) 累 計 構成比(%)
頭 部 70.8 5,090 81.8
躯 幹 部 29 2 1 134 18_2




頭 部 躯 幹
人 数 件 数 人 数 件 数
2000 (112)1,H4 6,537 2,171
2001 (113)1,107 7,033 1,912
2002 (H14)1,H2 7,065 1,765
2003 (H15)1,108 7,425 1,829








































累計 2 4 ● 9 4 10 3 202
% fi 9 b 64 1 2 16845 2 14
微
累計 68 14


















20 2 2 b 5 5 0 413
?
? 8 10 5 3 14 6 7 17 4 0
?
? 13 1 2 4 14 7 1 413
?
? 1 0 7 6 434












表11 時間外業務 最近5年間の推移 (人数)
表12 時間外業務 最近5年間の推移 (人数)
容 胸腹部 頭 部 その他 造 影 C T 合 計
平日 18～22時 144 9 7 9
土・日・祭日 9～18時 1,077 46 1,243
土 。日・祭日 18～22時 4 3 5
全日 22～24時 0 6 3
全日 24～5時 2 2 3
全日 5～9時 1 0 2 9
合 計 1,304 140 1,560
年度 部位 胸腹部 頭 部 その他 造 影 C T 合 計
2000 (B12)1,574 14 206 1.943

























部 門 別 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
一 般 検 査
入 院 23,437 27,776 18,665 16,957 16.045
外 来 2,916 3,009 3,186 3,676 4,058
計 26,353 30,785 21,851 20,633 20,103
血 液 検 査
入 院 102,701 105,364 94,353 98,351 101,496
外 来 36,004 27,455 30,058 29,865 28,940
計 138,705 132,819 124,411 128,216 130,436
細 菌 検 査
入  院 8,674 7,364 9,862 9,253 8.014
外 来 744 764
計 9,201 7,997 10,744 9,997 8,778
血 清 検 査
入  院 10,666 10,399 10,540 10,953
外 来 4,658 4,207 4,658 4,356 4.370
計 15,324 15,753 15,057 14,896 15,323
生化学検査
入 院 174,690 166,600 145,979 147,006 159,829
外 来 45,782 44,905 48,864 49,268 47,583
計 220,472 211,505 194,843 196,274 207,412
生 理 検 査
入 院 1,691 1.135 1,435 1,574 1,362
外 来 4,225 4,392 4,459 4,930 5,018
計 5,916 5,527 5,894 6,504 6,380
病 理 検 査
入 院 4,363 4,675 4,356 5,087 4,341
外 来 240
計 4,418 4,735 4,596 5,387 4,446
アミノ酸検査
入  院 1,287
?
? 1,430 1,188 1 122
外 来 ?? 154 374




検査項目 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
生化学 33,872 28,782 24,866 26,409 31,162
薬物 120 215
血液 8,150 7,085 6,360 6.840 7,580
血型 171 130
輸血 442
止血 414 634 894 1,255
髄液 428 361 185 231
血清 1,785 1,662 1,562 1,567 1,730
尿 1,520 861 470 670
インフルエンザ 54






その他 3 4 1 10
計 45,742 40,703 35,287 37,202 43,488
時間帯 生化学 勤 鰊 血型 輪血 止血 朧 鵡 尿 ンイルス篭 その他 計
0
1 15 15 4 1 3 9




1 1 1 1 4
7 1 5 2 2
6 34 1 4 114
671 119 669 4 64 640 う 7 2213
384 386 7 4 2 362 1238
11 3 2 3 2 1 225
2 27 1 1 4 3
1 17 1 2 1 2 1
14 12 2 1 1
1 1 7 1 1
5 1 4 1
2 6 8 6 4 1 1 240
58 5 7 7 7 9 2 1 2 207
4
?
? 5 4 8 3 1 b 145
2 31 3 4 1 1 3 115
20 1 20 6 3 3 1 3
?
? 3 3 6 1 4 1
9 2 2




第223回 4月26日 「胎児の,き奇形診断」 (萌出)
第224回 5月27日 「FISIについてJ (垣本)
第225回 6月3日 「療育センターについて」 (佐竹)
第226回 7月1日 「C麟地  (横山)
第227回 9月2日 「脳波検査におけるアルコール綿の効果及び使い方J (森本)
第228回 H月4日 「かんたんHLAJ (長鳴)
第229回 12月2日 「低身長の検査についてJ (中村)
・  第230回 2月21日 「乳腺の病理J (木村)
第231回 3月3日 「CrOhn病」  (り|1鳴)
表5 医学写真室業務実績 (内訳)の年度別推移
















計 3,815 3,649 3,235 3.160 2.859
種
=J
内 訳 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
申 し 込 み 件 数
撮 影 業 務 71
現  像  業 務 180
焼 き 付 け 業 務 9
そ の 他 8 3 1 1
4ヽ 計 200
現像 フィルム数
自 黒 フ ィ ル ム 35mm 44
自 黒 フ ィル ム シ ー ト 224
カ ラ ー フ ィ ル ム 780 747 364
/1ヽ 計 1 190 1,050
仕 上 げ 枚 数
自 黒 ス ラ イ ド 0 2
カ ラ ー ス ラ イ ド 13,17210,43810,5328,708 4,778
カ ラ ー ホ イ ー ル 0 0 0 0 0


















・第101回 平成16年3月24日、於 会議室、 座長 皆川
症例  A429 臨床 :小田 (血液腫瘍・小児科) 病理 :高桑
表6 割検症例の要約
剖検番号





























平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
注 射 薬 枚 15,118 15,610 14,416 13,321 16,397
外 用 薬 枚 4,180 4,116 3,975 3,709 3,410
消 毒 薬 枚 24 5 1 0
血 液
枚 1,313 917
本 854 1,415 914 1,806







区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 12月 1月 2月 3月 合計 1日平均
?
?









入院 1,059 1,1282,1951,1021,128 1,1301,071 8801,17213,510




入院 12,6958,69311,59911,42711,0193,09910,2411 ,09612,2099,4569,27812,064132,8763 40
外来 48,0348,53246,91429,427,07625,11320,92818,15822,67218,93319,54421,276334,60713770
計 60,7294■2258.51340,85436,09538,21231,16929,2543 ,88128,3892382233,34067,4831741 0
院外処方箋 272 258 2,376
表3 調剤数の年度別推移
平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
処方箋枚数
入院 11,640 11,665 11,985 12,652 12,388
外来 10,142 9,023 7,955 7,600 4,966
計 21,782 20,688 19,940 20,252 17,354
処 方 件 数
入院 1,683 11,710 12,029 12,687 13,510
外来 22,932 20,441 18,785 18,427 12,168
計 34,615 32,151 30,814 31.114 25,678
処 方 剤 数
入院 107,526 108,379 112,634 132,138 132,876
外来 502,267 485,941 535,393 561,352 334,607












平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
注射薬
件 15,610 14,416 13,321 15,315 16937
本 222,202 213,270 200,628 210,494 212974
外用薬
件 4,116 3,975 3,709 3,756 3410





件 6 1 0




本 854 1,415 1,351 1806




4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
消毒薬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
滅菌蒸留水 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2
高カロリー輸液 84 129 166 129








薬 効 別 適 用 別
内用薬 外用薬 注射薬 占有率 内用薬 外用薬 注射薬
1中枢神経系用薬 21 872o.61 1 00 631 61 84 25.9412 22
2末梢神経系用薬 2 08 051 0 65 091 40 79 4 46 54 75
3局所麻酔剤 2.78 0 22 100 00
4アレルギー用薬 2 16 0 36 100.00
5循環器官用薬 4 38 0 22 6 68 5 88 13 18 0 30 86 52
6呼吸器官用薬 4 4026 55 0 05 291 26 77 71 90 1 33
7消化器官用薬 3 82 413 1 34 2 04 33 46 50 44
8ホルモン剤硫ホ′匠ン剤を含●・| 0 54 0 75 36 6928 25 0 34 021 99 45
9泌尿生殖器官及び肛門用薬 0 53 0 04 97 77 2 23
10外用薬 38 87 3 01J 100 00
11ビタミン剤 2 76 0 34 0 74 65.57 34 43
12滋養強壮薬 36 70 1 81 5 74 82 49 17 51
血液・体液用薬 0 14 4 57 4 72 3 99 0 63 9 06 90 31
14その他の代謝性医薬品 10 440 30 1 46 301 61 87 0 80 37 33
15腫瘍用薬 021 1 62 1 25 2 95 97 05
16抗生物質製剤 6 62 015 17 62 14 62 8 03 0 08 91 89
17化学療法剤 2 65 0 02 1 49 161 20 24 011 70 65
18生物学的製剤 17 06 100 00
19診断用薬 0 34 0 26 100 00
20X線造影剤 0 88 2 50 2 07 7 57 92 43
21漢方製剤 0 35 0 06 100 00
















9月 4 1 40 8




2月 34 46 8
3月 27 37 45 0
計 7955 32 4







































離 手L 食 幼 児 食
学童食 術後食 特別食準備食 前期 中期 後期完了食 計 前期 後期
累計 7,282 3,845 24,58813,748
日平均 20 0142105 67 437 7
-66 -
表2 食事の内容
平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度
合計 (食) 30,062 30,652 28,512 29,292 24,588
??????〈?
離乳食 (%) 20_5 194 23 4 23 0 29 6
幼児食 (%) 36.6 36 3 36 2 43 8 36 7
学童食 (%) 20_4 25 1 23 9 26 9 32 0
特別食 (%) 131 101
外科食 (%) 1.3 1_8 13
その他 (%) 132 51 0 0







































平成12年度 72 0 10618032 8
平成13年度 771 132 128127177159
平成14年度 78 7 00 00 20 710614220 323 1
平成15年度 82 0 15 84 21819023 3








平成13年度 216 ?? 180
平成14年度 21 0 00 00 00
平成15年度 180 00 170













調  乳 滅菌びん (本) 滅菌水 (本)
実人数 (人) 延本数 (本)
平成12年度 15,864 106,327 7,316
平成13年度 14,777 103,439 7,300
平成14年度 14,810 102,929 7,530
平成15年度 13,243 98,213 52,812 8,052




すすめ方 肥 満 乳幼児食
成分栄養剤
調整法 糖尿病食 その他
平成12年度 58 3 3 7 7
平成13年度 6 2 1 2 6
平成14年度
?
? 8 7 4 1
平成15年度 7 14 2 2 2 9




看 護 部 門
外来・病棟の動き











































































































































～持続時間短縮からの検討～                     新生児病棟 松本 久美
2 閉鎖式導尿システム採用後の調査








～父親に焦点をあてて～                  幼児病棟 宮川 康恵






新任研修 1 平成17度新規柳■者 センターの概要を知り,組織の一員とし
ての自覚を養う。
14名 4/1,45大滝





















リー ダー研修 I 3 リーダーの役割を理解し, 日々のリーダ
ーとして主体的に行動できる。
4名 10/■8 掛橋 佐薦
4










































































ア 相談取扱件数 (表1、 2、 3参照)
表1 相談取り扱い件数
新・再別 診療形態別
新 再・継続 計 入院 外来 院外 計
平成13年度 1033 1589 1136 426 1589
平成14年度 754 2660 3414 2488 3414





























H15 474 1295 4152 5283
H16 320 115913264979
電話
H13 7 7 4 2 304 1135
H14、212 34 8 894 12061687
H15 14 5 12781744
H16 74 1100 1686
文書
H13 2 2 1 14 1 34
H14 43 4 1 7 1 3 84 46
H15 1 2 1 1 4 4 7
H16 14 2 2 6 6 1 1 2
計
H13 64 34 50 1359
H141144 494 3714?? 11062137
H15 513 410 1428 4661919 2430















































エビデンスに関する臨床研究                     
けいれん重積に対する薬物療法の
平成15年度第2回班会議研究報告会 2004.110 東京
3  Solid alveolar rhabdowosarcolllaの1例












小田孝憲 (小児科)                        ・
第123回札幌臨床検査技師会臨床検査講座講演会 2004128 札幌
7 新生児病棟における早期介入,早期療育について
新飯田裕一,乙井秀人 (小児科),川浪龍司 (理学療法),関戸美智子,阿部弘美 (相談室)
第1回北海道周産期談話会 200427 本L幌
8 潜因性Test症候群9例の臨床的検討
渡邊年秀,皆川公夫 (小児科),長谷川 淳 (検査部)
第56回北海道てんかん懇話会 2004214 札幌










小田孝憲,工藤 亨 (小児科),縫明大,平問敏憲 (小児外科)
第29回北海道小児がん研究会 200435 本L幌
-74-








小田孝憲,渡邊年秀.横澤正人,皆川公夫,工藤 亨 (小児科),縫 明大 (小児外科),高桑麗子,横山繁
昭 (病理)
日本小児科学会北海道地方会第260回例会 2004516 旭川
16 当センターにおける動脈管依存性先天性心疾患 (P】―CHD)|こ対するProstaglandin El(PGEl)―α―CDの
使用経験











横澤正人,長谷山圭司 (小児科),菊地誠哉 (心臓血管外科),高梨吉則 (横浜市立大学医学部第一外科)
第40回日本小児循環器学会 2004630-72 東京
20 potter sequenceを呈した,常染色体劣性多発性嚢胞腎 (ARЖD)が疑われた一例

























































長谷山圭司、横澤正人、皆川公夫 (小児科)、 大堀俊介、田畑哲寿、印宮 朗、菊地誠哉 ←心臓血管外科)、
堀田智仙、高室基樹、布施茂登、富田 英 (札幌医大小児科)、 奈良岡秀一、佐藤真司、高木仲之、森川
雅之、安倍十三夫 (札幌医大第二外科)
日本小児科学会北海道地方会第258回例会 2003 H 30 札幌市
小児外科
1.先天性食道狭窄の1例
松野 孝、本間 敏男、前田知美、永山 稔、平間敏憲 (道立小児総合保健センター外科)
第70回日本小児外科学会北海道地方会 、2004214 札幌市
2 先天性食道狭窄症術後食道狭窄に対し気管用ステントを留置した1例
前田知美、泳 山 稔、松野 孝、縫 明大、平間敏憲 (道立小児総合保健センター外科)
第70回日本小児外科学会北海道地方会 、2004214 札幌市
3 -時的気管切開後に腹腔鏡下噴F可形成術を施行した Cornelia de Lange症候群の1例
永山 稔、前田知美、松野 孝、縫 明大、平間敏憲 (道立小児総合保健センター外科)
第70回日本小児外科学会北海道地方会 、2004214 札幌市
4遅発性横隔膜ヘルニア20例の検討
前田知美、水本 知博、縫 明大、藤兼 智子、平間敏憲 (道立小児総合保健センター外科)
第71回日本小児外科学会北海道地方会 、2004918本L幌市
5 噴門形成術後に発症した食道裂孔ヘルニアの1例
水本 知博、縫 明大、前田知美、藤兼 智子、平間敏憲 (道立小児総合保健センター外科)
第71回日本小児外科学会北海道地方会 、2004918本L幌市
6 被虐待が原因と考えられる外傷性膵仮性曇胞の1例

















富田 英OL幌医大小児科)           第42回北海道小児循環器研究会2004.417 札幌市
- 77 -――






























 ´             Medrtonic Strateセミナー 2004_1 15 東京都
2 パイオグライドの感染抑制効果
高橋義男 (脳神経外科)
Updales of the Treatment for Hydrocephalus 2004 1 16 名古屋市
3 シンポジウム 小児重症脳損傷例の治療方針一大量パルビタールvs低体温療法―
高橋義男 (脳神経外科)
第9回日本脳神経外科救急学会 2004 12324 広島市
4 小児急性硬膜下血腫虚血巣併発例の回復過程と高次脳機能障害
高橋義男 (脳神経外科)
第9回日本脳神経外科救急学会 2004 123-24 広島市
5 小児中～重症硬膜下血腫の治療方針―併発虚血巣の抑制と改善―
高橋義男、越智さと子 (脳神経外科)、 帯刀光史








第32回日本小児脳神外科学会 2004.5 27-29 さいたま市
8 小児くも膜嚢胞の中の外科的治療 (シンポジウム)
高橋義男 (脳神経外科)
第32回日本小児脳神外科学会 2004.5 27-29 さいたま市
9 乳児期に診断された結節性硬化症 ―画像所見の変化と病理所見―
越智さと子、高橋義男 (脳神経外科)、 横山繁昭 (倹査部病理)
第32回日本小児脳神外科学会 2004 5 27-29 さいたま市
10 小児急性硬膜下血腫虚血巣併発例の長期転帰と急性期治療方針
高橋義男、越智さと子 (脳神経外科)帯刀光史
第32回日本小児脳神外科学会 2004 5 2729 さいたま市
H 生涯ある子どもの対応 (講演)
高橋義男 (脳神経外科)
第13回北海道学童保育指導員学校 2004 6_6 本L幌市
12  /1ヽ児のdiffusion tensor tractography
越智さと子、高橋義男 (脳神経外科)安藤英征




`)MRI diffusioll tensor ilnage tractography
越智さと子、高橋義男 (脳神経外科)安藤英征
第5回北海道機能外科研究会 2004.H 20 札幌市
14 治療転帰に影響を与える出生前計画出生、早期治療と急性期治療後の患児の生活内容 (スポーツなど能動
的展開)一転帰に影響を与えるのは治療内容、時期か生活内容か―
高橋義男 (脳神経外科)         第25開医療体育会・第8会アジア障害者・スポーッ学会日本




第10回日本小児麻酔学会 2004 91718 津市
2 小児開心術における前額部パルスオキシメーターセンサ血X■STTMの使用経験
川名 信、豊島由希、水野絵里、飛置史則
第10回日本小児麻酔学会 2004 9.17-18 津市
3 右肺無形成、先天性気管・気管支狭窄でECMOを施行した1例
水野絵里、川名 信、豊島由希、飛世史則
第52回日本麻酔学会北海道地方会 2004 918 札幌市
4 小児腹臥位手術時の体温変化―背景因子の検討―
及川明子、小田きよ子、浅川加代子、川名 信







第21回北海道呼吸管理研究会 2004 214 札幌市
検 査 部
l  Biphenotypic acute Leukenliaの一―/1 児ヽ例
成瀬 辰哉、長嶋 宏晃、垣本 恭志、森尾 尚之 老 克敏
 ヽ                   第80回北海道医学検査学会 2004 103 室蘭市
2 携帯型ポリグラフ装置 (PolⅧate AP1524)の導入経緯と有用性
老 克敏
第24回小児臨床検査研究会 200410 9 長野県
3.再発ウイリレムス腫瘍に対するtandem auloPBSCT
近藤謙次 (札幌医大小児科)他、横山 繁昭 (検査部病理)他
第29回北海道小児がん研究会 2004 3 5 本L幌市
4_Congenital pul■onarv Airwav Malformation(chめの分類と病理組織学的解析
横山繁昭、高桑麗子、垣本恭志 (検査部病理)、 今村正克 (NPいし幌診断病理学センター)
第93回日本病理学会 2004 610 札幌市
5.Biphenotypicが疑われる小児急性白血病の一症例
高桑麗子、横山繁昭、垣本恭志 (検査部病理)
第93回日本病理学会 2004 610 札幌市
6 胸腺スカフォールドの組織構築とその制御
小柴茂、一宮慎吾 (札幌医大第一病理)他、横山繁昭 (検査部病理)、 他
第37回北海道病理談話会 2004.9 4 札幌市
7 胸腺上皮細胞におけるHLA分子の発現制御機構
外岡暁子、一宮慎吾 (札幌医大第‐病理)他、横山繁昭 (検査部病理)、 他
第37回北海道病理談話会 2004_9 4 本L幌市
8  Stage IV Malignant Rhabdoid Tullor of the Kidney`)一―夕1
横山繁昭、高桑麗子、垣本恭志 (検査部病理)
2004年小児腫瘍症例検討会 2004 9 3 横浜市
9 退形成上衣腫の一例
高桑麗子、横山繁昭、垣本恭志 (検査部病理)
2004年小児腫瘍症例検討会 2004 9 8 横浜市
10 劇症肝炎で発症した新生児全身性単純ヘルペスウイルス(HSV)感染症の一剖検例
横山繁昭、高桑麗子、垣本恭志 (検査部病理)、 乙井秀人 (新生児科)、 今村正克 (NPけし幌診断病理学
センター)
第24回日本小児病理研究会 2004 9 4 横浜市
11 髄膜に発生した孤立性線維性腫瘍の1例
池田 英之、池田 健、佐々本 文、木村幸子、菊池慶介、佐藤昌明





13 Xanthomatous deep fibrous histiocvtomaは存在しますか?
池田 健、佐藤昌明、池田英之、佐々本文、木村幸子、菊地慶介





大内知之、村井香織、浅沼広子、東 恭悟、木村幸子、池田 健、佐藤昌明、矢上了子、賀来 亨
第43回 日本臨床細胞学会秋期大会 20041113 東京
16  乳腺Invasive llicropapillary carcinollla の11例
浅沼広子、東 恭悟、村井香織、木村幸子、池田 健、佐藤昌明






阿部 昭子、岡島 妙子、大滝恭子 (新生児病棟)
平成16年度北海道看護研究学会 2004 424 札幌市
2 5歳の先天性ミオパチー患児の排尿ヨ1練について ～エリクソンの心理社会的発達理論を用いて～
大橋 素、石井 順子、波津 紀江、社内 富子 (乳児病棟)








pharma Media  2004,22(3):146-147
3 多臓器不全により死亡した一過性骨髄異常増殖症 (T蝋)の1例
佐久間友子,新飯田裕一,石井 玲,乙井秀人,小田孝憲 (小児科),早田 航,佐藤俊哉 (岩見沢市立
病院小児科)
臨床小児医学 2003,51:23-26











林 北見,大澤真木子                         厚生労働科学研究費補助金
(効果的医療技術の確立推進臨床研究事業)平成15年度研究報告書 2004,123125
7 てんかんな合併したメンケス病の1例













浅沼秀臣,新飯田裕一 (小児科),堤 裕幸 (札幌医大小児科)
日本小児科学会誌 108395-400,2004
12 極低出生体重児のRSウイルス感染症による再入院について
浅沼秀臣,新飯田裕一 (小児科),堤 裕幸 (札幌医大小児科)
臨床小児医学 51:3740,2003
13 多機器不全により死亡した一過性骨髄異常増殖症 (■め の1例
佐久間友子,新飯田裕―,石井 玲,乙井秀人,小田孝憲 (小児科),早田 航,佐藤俊哉 (岩見沢市立
病院小児科)                            臨床小児医学 51:23-26,2003
脳神経外科
1 18歳以上になった水頭症患児の転帰からみた水頭症の急性期から慢性期治療のあり方
高橋義男   厚生労働科学研究費補助金 特定疾患対策研究事業 先天性水頭症に関する調査研究 :
分子遺伝子学アプローチによる診断基準・治療指針の策定と予防法・治療法の開発
平成15年度総括・分担研究報告書 39-42,2004






山浦 晶編集、脳神経外科学体系 134ヽ児脳神経外科 中山書店,東京,400-413,2004
4 小児水頭症の治療と管理の最前線
高橋義男 (脳神経外科)             菊池晴彦監修,先端医療シリー ズ 29,
脳神経外科 脳神経外科の最新医療、先端医療技術研究所,東京 4551,2004









臨床麻酔Q&A 臨床麻酔編集委員会編 真興交易医書出版部 東京 2004 pp185 186
検 査 部







菊地浩吉 監修 吉木、佐藤、石倉 編 病態病理学.南山堂,2004,471502
3.Expression profiles and functional in,lications of p53-like transcrintion faclors in ihmic
epllhelial cell subtypes
Kikuchi, T , Ichillliva, S , Kojina, T , Crisa, L., Koshiba, S , Tonooka, A  , Kondo, N , van
der Saag, P T , Yokovalla, S , and Sato, N
 ´                               Int IIlllunol  16: 831-841, 2004





5  Crowth of hepatic angiOnlyolipOma indicating llalignant potential
Mizuguchi T, Katsuramaki T, Nobuoka T, Nishikage A, Oshina H, Kawasaki H, Kinura s, satoh M,
Hirata K
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試 され る大 地
●
―歩前に出る勇気があればきっと何かが始まる
北海道立小児総合保健センター
〒0470621小樽市銭函 1丁目10番1号
,  Tel_(0134)62-5511
Fax (0134)62-5517
ホーームページ http://躙町.pre■hokkaido jp/hikusi/h卜sjshc/shoni/
